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研究成果の概要（和文）：本研究では、コピペされる情報に着目して、初年次学生がどのような資料に依拠して
レポートを作成しているかについて調査した。その結果、信頼性が低い可能性があるインターネット情報に大き
く依拠していることが明らかになった。
クラウドを用いたプロセス分析から、信憑性の高い資料からの情報は正しい形式で引用されるのに対して、信憑
性が低い資料からの情報は剽窃を含め、出典が明記されないで使用される傾向が明らかになった。
剽窃予防のためには情報の信憑性を高めることが有効と考え、レポート作成プロセスに情報の取捨選択の機会を
増やしたが、それだけは充分な教育効果は得られなかった。

研究成果の概要（英文）：We have investigated what reference sources first year college students rely
 on for report writing. Noticing that the students very often copied and pasted from the Internet, 
we have analyzed copied and pasted parts of texts for information credibility, and found that the 
students relied greatly on online information of little credibility. We have further investigated 
the revision histories available on the cloud system, finding that the students tended to use 
information of little credibility in improper ways, including plagiarizing, whereas they were likely
 to properly cite information from more credible sources. Supposing that improved reference 
credibility could help prevent plagiarism, we have intervened writing process by adding a step where
 the students themselves examined reference resources. The analysis of the reference lists, however,
 revealed that the step alone did not work well enough for improvement in reference credibility.

研究分野： 心理学　初年次教育

キーワード： レポート　剽窃　コピペ　インターネット上の参考文献　プロセス分析

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果から文献収集段階における信頼性の低いインターネット資料に依拠する度合いとレポートにおける
コピペとの関連が大きいことが明らかになった。コピペ剽窃だけに頼らないライティングスキルの育成は初年次
教育の大きな課題となっており、その教育方法は検討されるようになってきたものの、アンケート調査以外の手
法での教育効果報告はほとんど見られない。クラウドを用いたレポート作成過程を可視化できる環境を用いた本
研究は、コピペの実態解明、及びコピペ剽窃だけに頼らないライティングスキルの育成に大きく寄与できる可能
性が期待できる。



様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	
１．研究開始当初の背景	
	 インターネットが普及した現代において、コピペ剽窃に頼らないレポートの質の向上を図る
情報リテラシー教育プログラムは重要な課題である。光原(2011)は、Web ページ上の情報をそ
のままコピペして、情報を吟味しなくても、容易に体裁の整ったレポートを作成できてしまう
ことを、知識構築に至らない“非生産的コピペ”としている。コピペ（剽窃）に頼ったレポー
ト作成は大学生の問題解決能力等を育てることの妨げに繋がる大きな要因の一つであろう。	
	 コピペ問題の対策の一つとして、金沢工業大学の杉光らによって、レポート内のコピペ行為
を発見するシステム（コピペルナー）が開発され話題になった。これを受けて各大学独自のコ
ピペ検索システムの開発について少しずつ論文報告されるようになってきている。しかし、コ
ピペルナーは提出されたプロダクトを分析するものであり、それだけでは十分な精度で学生の
剽窃行為を判定できるとは言い難いようである。そこで我々はプロダクトだけではなくて、レ
ポート作成プロセスにも着目するようになった（宮本ほか 2013）。具体的には、Google ドキュ
メントを用いたレポート課題を課し、そのレポートファイルから取得した変更履歴を辿ること
でコピペを中心にレポート作成過程の分析を続けている。剽窃という点では、削除や訂正を伴
わずに大学生の平均入力速度以上の文字数が瞬間的に増えるなど、履歴間で増加した文字数を
手がかりにすることで、かなりの割合で剽窃行為を見つけることができた。加えて、プロセス
の質的分析からは、「コピペした部分をどのように加工しているのか」、「複数のウェブページの
文章をどのようにまとめているのか」など、インターネットを用いたレポート作成における特
徴や問題点の一端を把握することができた。本研究開始当初は、プロセス分析によってコピペ
剽窃を定量データ及び質的データとしても把握できる知見を活かして、コピペ剽窃を予防する
教育実践効果の検証を行うという着想に至った。	
 
２．研究の目的 
	 本研究は「剽窃を予防する教育実践効果の分析:コピペ依存からの脱却をはかるプロセス介入
教育」という課題を扱い、３年間の研究期間において、以下の２点を目的とした。 
	  ⒈初年次学生のレポート作成におけるコピペ剽窃の実態を明らかにする。 
	  ⒉コピペ剽窃に頼らないレポートの質の向上を図る情報リテラシー教育プログラムを作 
	 	  成・実践し、レポート作成プロセス分析を通してその効果を定量的に検証する。 
 
３．研究の方法 
上記目的１,2 を行うために、具体的には以下の研究Ⅰ〜
研究Ⅲに述べる方法をとった。	
（１）研究Ⅰ：「初年次学生レポートにおけるインターネ
ット上の参考文献の分析」	
	 医学部初年次チュートリアル教育において Google ド
キュメントを用いたレポート課題を課し、そのレポート
（図表を含む A4 用紙３枚程度，35 編）を分析対象とし
た。研究Ⅰでは、初年次学生がどのような資料に依拠し
ているか調査するために、レポートに記載されている参
考文献について、図書館情報学用語としての分類などを
参考に、その資料の種類と信頼性により一次資料から四
次資料に分類した（表１）。殊に図書館情報学用語の三次
資料にも該当しないと考えられる個人のブログや Web ペ
ージなどについては四次資料と定義した。	
	
（２）研究Ⅱ：「初年次学生のレポート作成プロセスから
みた「コピペ」の実態」	
	 調査対象は研究Ⅰと同一レポートである。学生がイン
ターネット資料をどのように利用しているかについて、
プロセス分析での調査を行った。レポート作成プロセス
において「コピペ」と判断された履歴を分析した。Google
ドライブでは概ね１〜3 分で変更履歴が自動的に記録される。全ての履歴を一つずつ表示させ
て、スタイル形式も含めて Excel のシートに貼り付け、VBA プログラムにより計算し、履歴間
では手入力が不可能と考えられる大幅な文字数増加（150 字以上）を伴う履歴を抽出した。本
研究では調査対象となったレポート 35 編に対して、履歴総数は 14,005 で、直前の履歴から 150
字以上増えている履歴は 230（履歴全体の 1.6％）であった。ここから文章内移動など明らかに
コピペではないものを除いた 93 の履歴を「コピペと判断される履歴」として、コピー＆ペース
トされた Web 上の資料がどのように引用、あるいは「コピペ」されたかについて調査した。	
	
（３）研究Ⅲ：「初年次学生のレポート作成におけるインターネット資料の実態」	
	 コピペ剽窃に頼らない、レポートの質の向上のためには文献収集段階からの教育的介入が重
要であると考え、レポート作成プロセスに文献リストの作成課題を課すことで、情報の取捨選
択の機会を増やし、その教育効果の調査を行った。初年次学生 115 名を対象に開講されたチュ



ートリアル授業における３つの課題「文献リスト」「研究計画シート」及び「レジメ」を分析対
象とし、その参考文献の調査から、初年次学生のレポート作成における情報の取捨選択の実態
を調査した。	
	
４．研究成果	
研究Ⅰ〜研究Ⅲの結果、以下の成果が得られた。	
（１）研究Ⅰ：	
	 分類の結果、情報源として書籍よりもインターネット資
料を数多く引用していること、インターネット資料につい
ては、四次資料、すなわち三次資料にも該当しない、信頼
性が低い可能性がある情報をかなりの割合で利用している
ことが明らかになった。(図１)．その後、剽窃チェックソ
フトの一つであるコピペルナーV4（v.4.0.0）にかけコピペ
判定結果（コピペ率）を検出した後、参考文献のリストで
四次資料を多く挙げているレポートかどうか（四次資料利
用率高群・低群）及び書籍を挙げているかどうか（書籍な
し群・書籍あり群）で群分けし、コピペ率をそれぞれ比較
した。その結果、四次資料利用率において有意差（コピペ
率：四次資料利用率高群＞低群）が見られた。	

	
（２）研究Ⅱ：	
	 抽出された93の履歴は目視からもWebからのコピー＆ペ
ーストが明らかであった。これらについて三次資料以上か
どうか、適切な引用かどうかで分類した（図１，図２）。引
用の分類において形式上、正しく引用され、レポートの最
後に引用文献として記載されているものを「文献明記」と
した。一次〜三次資料がコピー＆ペーストされている場合
には、そのほとんどが「文献明記」に該当した。しかし、
形式上は正しく文献が明記されてはいるものの、実際には、
孫引きや出典サイトを偽るなどの出典の「偽装」がそのお
よそ半数に認められた。一方、四次資料の場合は半数以上
の出典は「不記載」であった。コピペ剽窃を「コピー&ペー
スト機能を用い、他人の文章等を写して自分の文章等と詐
称する行為」と定義した場合、本研究でそれは三次資料で
は「偽装」として現れ、四次資料では「不記載」のおよそ
40％に見られた。	
	
（３）研究Ⅲ：	
	 文献リスト・研究計画シート及びレジメに挙げられた参
考文献の全てについて一次資料から四次資料の分類基準
（表１）に従って分類した（表２）。その後、全体の文献数
における四次資料の割合を四次比率とし、文献リストとレ
ジメでの四次比率の平均値間の差について対応のある t 検
定を行った。その結果、グループ全体において介入後の四
次比率は有意に低かった。情報の取捨選択の機会を通して、
最終的なレジメでは四次資料の割合が低くなったものの、
先行研究と同様に文献数におけるネット資料の割合が非常
に高く、四次資料に依拠する傾向が強いことが明らかになった。	
	
(4)得られた成果の国内外における位置づけ	
	 国内では剽窃行為に対する目立った取り組み
も研究も依然として遅れている現状がある。コ
ピペ剽窃だけに頼らないライティングスキルの
育成は初年次教育の大きな課題となっており、
その教育方法は検討されるようになってきたも
のの、アンケート調査以外の手法で教育効果を
検討した実践報告はほとんど見られない。本研
究の成果として、初年次学生においては、文献収集段階における信頼性の低いインターネット
資料に依拠する度合いとレポートに見られるコピペとの関連が大きいことがレポート作成プロ
セスの分析から明らかになった。本研究ではクラウドを用いたレポート課題を対象としている
ことも大きい。プロセス分析を通してレポート作成過程を可視化できる環境を用いた本研究は、
コピペの実態解明、及びコピペ剽窃だけに頼らないライティングスキルの育成に大きく寄与で
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図 1	 参考文献の分類と件数 



きる可能性が期待できる。	
	
(5)今後の展望	
	 本研究では、初年次学生が依拠するネット資料の中心は四次資料と類型化したが、近年の多
様なネット資料を評価する基準としては充分なものとは言い難い。初年次学生が依拠しやすい
インターネット資料の分類基準の検討が必要である。その上で、学生のレポートからコピペ剽
窃を減らすだけでなく、レポート作成を通して情報を適切に取捨選択し、活用する力を育むこ
とを目的とした教育プログラムを検討・作成・実践し、その教育効果について測定していきた
い。	
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